
法光寺遺跡

SK8
土師器甕出土状況

(南西から)

S K16

土師器婉出土状況

(南から)

SD2
掘下げ状況

(西から)



法光寺遺跡

SD2
掘下げ状況および

西部落ち込み検出状況

(北西から)

SD2
完掘状況

(東から)

SD2
完掘状況

(西から)



法光寺遺跡

SD2,S K18。 19

掘下げおよび実測

作業風景

(南から)

SD2  西端吉Б
S K18 掘下げ状況
(北から)

S K19

東壁崩落状況

(南から)



中満遺跡

A区

遺構検出状況

(南西から)

C区

遺構分布状況

(南から)

C区

遺構検出状況

(西から)

図版25



図版26 中満遺跡

B区

遺構検出状況

(南西から)

B区

遺構分布状況

(南から)

SBl・ 2および
遺構掘下げ状況

(南から)



上左 :SB3 PP3
柱痕部空洞状の状況

上右 :SBI
柱穴埋土の状況

右 :A tt SK5
完掘状況

B tt S K14

半載状況

(西から)



中満遺跡

配石遺構

掘下げ状況

(南東から,右が南東)

配石遺構

配石部の状況

(西から)

配石遺構

配石部北半の礫

石臼転用の状況

(南西から)
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凡  例
1.調査地域は『法光寺遺跡 I』 に近いが、遺構番号は

継続していない。

2.調査は県文化課の吉本主事にも協力を得たが、整理

作業および報告書作成については中野が行った。

3.遺構の略号や表現方法は、前編とは統一していない。
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I.1ま じめに
昭和60年度の遺跡群細分調査に伴う試掘調査において

柱穴や濤状遺構、布目瓦、10世紀前半頃の上師器を確認

し、寺域が推定された。推定地は宅地と杉林、畑地が多

く、周囲の水田とは一応の区別がつく。地権者による畑

の深耕の際に巨石 (礎石か)に当たったり多くの布目瓦

が出土した話も聞いている。ただ、軒丸 。軒平瓦は現在

まで発見されていない。平成 4年度、」R吉都線の北側

の地区において発掘調査を実施し、平安～中世の遺構 。

遺物を検出。周辺の試掘調査においても中世～近世の遺

構・遺物を検出しており、付近一帯が平安～中世の中心

地であったと推定された (前編に報告)。

平成 5年度の画場整備事業対策地域にも寺域あるいは

平成 4年度調査区の集落の続きが推定されたため、関係

機関と協議を重ねた。一帯の水田は高低差が少ないため

切り盛りも僅かであることから、概列や築地塀・濤状遺

構などの境界を示す遺構の検出を主な目的として、道路

と水路の建設予定地について発掘坑を設定した。なお、

法坑寺跡推定地周辺は、圃場整備の対象外である。

Ⅱ.発掘調査

調査は 5本の狭長な発掘坑を設定し、 I～ V区とした

(第 1図 )。

基本的層序

層序は上～ I層 :耕作土、H層 :床土、H層 :黒灰色

土 (3層 に細分)、 Ⅳ層 :ア カホヤ火山灰に分別した。

これより下位は通状の段丘と同様、茶褐色～黄褐色糸火

山灰、礫層、入戸火砕流 (シラス)と続く。

I区 (第 3図、図版 3)

現農道に沿う、長さ80m、 幅2.2～ 3.9mの発掘坑であ

る。 IoH層を素Jぐ とⅣ層が現われ、遺構面となる。

遺構は少なく、約 3mおきに並ぶ柱穴4(SB-01)の

ほか濤状遺構 3条を検出した。柱穴は直径30cln、 深さ4∝m

等4i＼＼い

ド聖拝_
~・~T生

―
Ⅲ
 I ‖

湖
1図 調査区と法光寺寺域
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内外の同一規模のものである。 SD-01は 、長さ55mに

わたって検出され、幅1.8～ 1,9m,深さ0。 9～ 1。 lmを測

る。西端部は南に枝別れするが、西と北は追確認をしな

かったため、不明確である。埋土は南から流入した状況

を示し (第 9図 )、 人頭大の礫を多く含む。出土遺物と

しては若干の上師器片、布目瓦、龍泉窯系の青磁碗、砥

石などがある。

SD-02は幅0,9m、 深さ0.2～0.3mの濤状遺構であ

り、北東から南西へ流れる。

SD-03は幅0.8～ 1.2m、 深さ0.2m内外で、幅が一

定しない。埋土は黒灰色土で、土師器の小破片が出土し

ている。

H区 (第 4図、図版 4)

幅10m、 深さ0.44～ 0.62mの濤状遺構 (SD-04)と

その支線 (幅0.64～ 1,04m、 深さ0.3～0.4m)を検出し

た。

SD-04の埋上には砂粒が多く、文明ボラ (1476)と

思われる白色パミスも多く含んでいる。出土遺物として

は土師器片50点のほか、輸入陶磁器 2点、石製品 1点な

どがある。

Ⅲ区

調査区の東端部において 1条の濤条遺構 (SD-07)

を検出した。上面の幅は1.13m、 下底は0.27m、 深さは

0.60mを測り、南側で 2又に分かれる。出土遺物は無い。

Ⅳ区

SD-01の北9,Omと 12.54mの地点で濤状遺構 (SD
-05、 06)を検出した (第 6図 )。 SD-05は 幅0。 40m、

深さ0。 25m内外、SD-06は幅1.22～1.27m、 深さ0.49m

で拳大の礫を合む。

北端部は旧谷で落ち込むが、近年 “天地返し"によっ

て撹乱されている。

V区

調査区の中で唯一、遺物包合層 (ma層)が遺存して

いた。皿層以下は南へ緩やかに傾斜 し、遺構面は 3面

(Hc・ Ⅲ a・ Ⅲb上面)あった (第 8図 )が、検出は

Ⅳa上面のみで行なった。

遺構としては柱穴のほか、濤状遺構 (SD-08～ 12)、

石致道路 (SR-01)、 竪穴状遺構 (SA-01・ 02)がある。

SD-08は北端部の東西方向に流れるもので、幅0.73m

以上、深さ0.06mを測る。

SD-09も 東西方向で、幅2.03m、 深さ0,79mを測る。

北側は 2段掘りになっている。埋土から土師器の細片が

出土した。

SD-10はやや北向きで、幅1.34m、 深さ0,36mを測

る。埋土は砂質土や砂粒で、白色パミスを含む。出土遺

物は無いもののHC層から掘り込んでおり、近世の所産

と思われる。

SR-01は側濤 (SD-11・ 1の を有する石敷道路で、Ⅲb

上面を遺構面とする。側濤を含めた上面の幅は3.33m、

石敷面は一段 (0.2～0.3m)低 く、1,84-2.04mの幅があ

る (第 7図 )。 北の側濤はさらに0.40mU字型に掘られ

南側は深さ0。 14～0.18mに浅く掘られている。礫は角礫

～亜角礫が多く、北半分の密度が高い。埋没後も境界は

踏襲され、水路や畦畔が累積している。畦畔Aの上には

現在の一筆境がある。

SA-01は 1辺2.88m、 深さ0.23mを測る。埋上には

厚さ 1～ 2cmの炭片や焼土層がある。

SA-02は一辺2.50m、 深さ0.72mを測り、両端と中

間に小柱穴がある。埋土にはアカホヤのブロックが多く

混じり、廃絶後に埋め戻されたと推定される。

柱穴は600余り検出したが、建物の復元には至らない。

出土遺物は調査区の中で最も多いが、遺構に伴う良好

な資料が少ない。遺物の大部分はⅢ層上面～ma層での

出土で、北側では古墳時代と平安時代の土師器が混在、

中ほどでは平安時代の土師器、黒色土器、墨書土器、布

痕土器、布目瓦のほか鉄鎌が、南側では土師器のほか、

東播糸須恵器、輸入陶磁器 。青磁、布目瓦が出上してい

る。

SR-01の石敷内には青磁の底部片 (第11図 -33)が

あり、15世紀頃に埋没したことが推定される。 SA-01・

02も 同じ遺構面であり、14～15世紀の構築と考えられる。

柱穴は粗・密があるものの一様に検出されたが、10～

15世紀のものが混在すると考えられ、又、調査区が狭い

ため、建物の復元ができない。

註

(1)え びの市教育委員会『えびの市遺跡詳細分布調査

報告書』1985
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Ⅲ.ま とめ

I区で検出された濤状遺構は、 1辺55m前後の居館の

周濤にあたる可能性があるものの、推定の域を出ない。

H区の濤は現在の地割 (第 1図 )から推測すると、段

丘の端に延びる旧谷に継がるものと推定される。この濤

を含めて、中世になると、大規模な灌漑によって水を引

き、計画的な地割が施工されたことが推定される。

中心的な道路は石敷で側濤を備えていた。SR-01か

ら西へ135m行 くと小畦畔が直交する。この小畦畔を東

の境界として、南の旧谷を考慮すると方 1町の寺域が想

定される。ただ、南西部の杉林においては日立った境界

が見られず、杉林全体を含めるならば、東へ50m、 南へ

25m、 北へ15m拡大した方1.5町の寺域となる。

法光寺の創建や伽藍配置、寺域の問題は、今後の課題

である。10世紀中ばに法光寺が廃絶しても、周辺の集落

は中世まで存続しており、一帯の中心地だったと思われ

る。近世には全域が耕作地となり、集落は東の中満地区

などに移動した。

Ⅳ.総括

蕨・久見迫地区においては地下式横穴墓の存在が周知

されていたが、墳墓を営んだ人々の集落は発見されず、

六部市遺跡に期待された。結果は報告のとおりで、全く

関連が無い。つまり、当段丘には湧水が無いために集落

が営まれず、平安時代には細々と生活し、中世後半になっ

て灌漑 。開墾が進んでいった様子が伺える。開墾が広が

ると周落は微高地や縁辺に移動し、現在に至る。

弥生時代と飛鳥～奈良。平安初期には断絶がある。こ

の現象はどの段丘においても同じであるが、おそらく、

川内川が安定したため、集落は氾濫原に降りて、肥沃な

耕作地で生業していたのではないだろうか。

横口式土崚墓と地下式横穴墓との継がりや墳墓群の構

造・変遷といった問題も、今後の課題である。
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第 3図  I区 遺構実測図



土 ___土

1 :黒褐色土 (混Ⅳ層細粒、自色パ ミス )
2 :黒 色土 (混 V層細粒 )
3 :黒褐色上 (混 Ⅳ層プロック、自色パ ミス多量 )
4 :黒褐色土 (混 W層細粒、白色パ ミス)
5a:黒褐色砂質上 (灰黄・ 自色細砂と互層 )
bi灰白色微細砂 (混礫・ 黒褐色土 )

:褐色砂礫 (鉄分多量)
:黄灰色粗細砂十黒褐色土 (混 V層ブロック)
6

7

___ H=26120M

7層 +礫
黒色土 +Ⅳ層ブロック

第 4図 Ⅱ区遺構・北壁層序実測図
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黒褐色土 (混 W層細粒 )
黒褐色土 (軟質、混Ⅳ層細粒 )

黒褐色上 (混 V層 ブロック・ 粗粒 )

み

⑤
だ

∵
舎

0            1            2m

第 6図  Ⅳ区 濤状遺構・西壁層序図

H=%140M

AⅢ 暗灰色土
2:暗灰褐色砂質土
3:黒灰十暗灰色土

1 :暗灰色土
2a:灰褐色砂質上十褐色粗細砂
b:灰～灰白色砂質土 (混細砂・礫)

SR-01-I淡黒灰色土

SD-11-Ⅲ 黒灰色土 (軟質)

SD-12-Ⅲ 黒褐色土 (軟質)
2:灰白色小礫+粗細砂
3:Ⅳ層ブロック十黒灰色土

キ撃鎖

第 7図  V tt SR-01。 西壁層序図
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――― H=26140M

SD-10

1:白色微細砂十橙黄色細砂
2:暗灰色土 (混灰白色細砂)
3:暗灰色土 (混粗細砂 )
4:暗灰色土
5:灰褐色土 (混灰白色粘質微砂 )

暗灰～淡黒灰色土 (混Ⅳ層細粒 )

淡黒灰色土 (混Ⅳ層細粒)
Ⅳ層ブロック+黒灰色土
黒灰色土 (混Ⅳ層粗粒)
黒灰色土

:暗灰褐+淡黒灰色土

SD
1

la
lb
2

3a
3b

:灰褐色土 (混Ⅳ層粗粒 )
:黒褐色土十Ⅳ層ブロック
:黒灰色土+Ⅳ層ブロック
:黒灰色土 (混Ⅳ層粗粒 )

―
H=26120M

SA-01
1 :淡黒灰色土 (淡焼土粒)
2 :淡橙黄色微砂質粘土 (焼土)
3 :暗灰褐色土
4 :黒～黒灰色土 (上面に炭 )
5 :暗灰褐色土 (軟質)
6a:淡黒灰～黒褐色土 (混焼土)
b:黒褐色土 (混焼土 )

第 8図  V区 西壁 SD-08～ 10,SA-02,東壁 SA-01層序図

一１

２

３

４

SD-08

1:淡黒灰色土

灰～暗灰色土 (水田耕作土)
暗灰色土 (軟質)

灰～暗灰色砂質土 (硬質)
灰～暗灰色土 (旧耕作土)

淡黒灰色土 (混Ⅳ層粗細粒)
淡黒灰色土

黒灰色土

黒灰色土 (硬質)
アカホヤ火山灰

I

Ⅱa
b
C

IHa

IHa

b
C

Ⅳ

0             1            2m

1:暗灰色土
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A′

SD-02

1 :黒褐色上 (混Ⅳ層粗細粒)
2a:黒褐～黒色土
b:同上
3 :黒褐色土 (混Ⅳ層ブロック・粗細粒)

第 9図  SD-02北壁 。SD-01層序図

SD-01

SD-01
la:黒灰色土 (混Ⅳ層ブロック)
b:汝黒灰色土
2 :淡黒灰色土 (軟質)
3 :黒褐色土 (硬質)
4 :黒灰色上十Ⅳ層プロック・粗細粒

5:黒褐色土 (混Ⅳ～Ⅵ層プロック)
6:黒褐色十褐色土
7:暗灰褐色土
8:黒褐～褐色土 (混Ⅳ～Ⅵ層ブロック)

4

―

1

表 1 Ⅱ区出土 土器類 観察表

劇 ~翻 張 6

第10図  I・ II区出土 土器類 実測図

番 号 種 類 遺 構 器 種
法  量 (cm)

口 径 1底 径 1高 さ

調 整

内 面 1外 面 1底 部

色 調

内 面 1外 面
焼  成 胎 土 備   考

1
土師器 SD-01 婉 ナ  デ ナ  デ 粘 土紐 淡 黄 褐 淡 黄 褐 あ まし 1～ 2ミ リの茶褐色粒少量

上師器 SD―翻
合
坑
高
付

ナ  デ ナ  デ ヘラ切り 淡   黄 淡   黄 ややあまい 良

入
磁
輸
青
】D-01 碗 ヘラケズリ オリーブ オリープ 堅  緻 淡灰白色、やや良

4
入
磁
輸
青 】D-04 碗 削り出し オリーブ灰 オリーブ灰 堅  緻 淡灰色

】D-01 招 鉢 ナ  デ ″ヽ  ケ 淡 橙 黄 淡 橙 黄 ややあまい 良 土師質

差面 家 】D-01 招 鉢 ナ  デ ヘラナデ 糸切 り 淡黄白
～

淡灰白
淡   灰 良 1～ 2ミ リの砂粒少量

中世区
】D-01 壷 ? ミズヒキ 板 ナデ 粗ナデ 淡 茶 褐 一

褐
褐
黄
灰

良  好 艮 外面は二次被熱
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表 2 V区出土遺物観察表

番 号 種 類 遺  構 器 種
法  量

日 径 1底 径

cm)

高 さ

調 整

内 面 1外 面 1底 部

色 調

内 歯 1外 面
焼 成 胎 土

驀11は
1
土  師  器 Ⅲ  層 甕 24 2

ヨコハケ
ナ  デ ヨコ

ハケ 黄 褐 黄   褐 ややあまい 1～ 2ミ リの砂粒,赤掲包位少量

2 土  師  器 Ⅲ  層 甕 20 3 摩 滅 象」 落 黄   褐 黄   褐 あまし 1～ 2ミ リの石英粒 多量

3 土  師  器 III 層 笠 摩 滅 摩 滅 黄   褐 黄  褐 ややあまい 1～ 3ミ リの砂粒 多量

4 土  師  器 II 層 甕 摩 滅 摩 滅 黄   褐 黄   褐 ややあまい 1～ 2ミ リの砂粒 多量

5 土  師  器 HI 層 甕 ナ ア ヨコハケ
淡黄褐～
淡茶褐

茶   褐 良 2～ 4ミ リの茶褐色粒少逗

6 土  師  器 ⅡI 層 霊 ナ ア ハ ケ ? 黄   褐 黄   褐 あまヤ 1～ 2ミ リの砂粒 少量

7 土  師  器 Ⅲ  層 一霊 摩   滅 タテケズリ 指頭ナデ 淡黄～
淡黄褐
淡黄～
淡黄褐
ややあまい 1～ 2ミ リの石英粒 多量

土  師  器 Ⅲ  層 甕 ナ ア 象J  落 淡黄褐～
暗灰
淡黄～
淡黄褐

良 1～ 2ミ リの砂粒 少量

土  師  器 Ⅲ  層
合
抗
高
付

13 3 78 ナ ア ナ ア ヘラ切り 淡 黄 褐 淡 黄 褐 ややあまい良

土  師  器 Ⅲ  層 坑 124 ナ ア ナ ア 淡 灰 褐 淡 灰 褐 良  好 良

土  師  器 Ⅲ  層 坑 ナ ア ナ ア 黄   褐 黄   褐 良 赤褐色粒 少畳

土  師  器 III 層 塊 20 4 摩 滅 摩   滅 淡 黄 褐 淡 責 褐 あまヤ 良

土  師  器 Ⅲ  層
合
坑
高
付

ナ ア ナ ア 灰～灰褐
淡黄～
淡黄褐

良 1～ 2ミ リの茶褐色粒 多量

土  師  器 III 層 台
坑
高
付 ナ ア ナ ア 淡 橙 黄 淡 橙 黄 良 良

土  師  器 III 層 合
坊
高
付

72 摩 滅 摩 滅 淡 灰 茶 淡  黄 あま� 良

土  師  器 SD-12 合
坑
高
付

62 ナ ア ナ 万
淡黄～
笹黄
談黄～
橙黄

良 赤褐色粒 微量

土  師  器 SD-12 台
坑
昔画
鼻倒

摩 滅 ヘラケズリ ヘラ切 り 淡   黄 淡 黄 褐 良 本掲色粒 微量

土  師  器 Ⅲ  層 坑 ナ
＾
ア ナ 万 ヘラ切 り 黄   褐 淡 茶 黄 良 良

土  師  器 II 層 杯 ナ ア^ ナ ア ヘラ切 り 淡   黄 淡   黄 ややあまい良

土  師  器 Ⅲ  層 芥 ナ いア ナ 糸 切 り 淡 黄 白 淡 黄 白 らまし 良

土  師  器 H 層 娩 ナ ア ナ 万 ヘラ切 り 淡   黄 淡   黄 らまし 良

黒 色 上 器 Ⅲ  層 娩 ヘラミガキ ナ 「ア 里
ヽ 淡 黄 褐 良  婦 管良 墨書「光」か

黒 色 土 器 Ⅲ  層 坑 ヘラミガキ ナ ア ヘラ切 り 黒   灰 淡 黄 褐 良 良

黒 色 土 器 Ⅲ  層
合
坊
高
付

ヘラミガキ 摩 滅 摩 滅 黒   灰 淡   黄 良 良

黒 色 土 器 III 層
合
塊
高
付

ヘラミガキ ナ ア ヘラ切 り 里
心
淡黄～
淡黄褐

良 赤掲色粒 微量

黒 色 土 器 Ⅲ  層
台
坑
高
付

ヘラミガキ ナ ア ヘラ切り 里
ヽ
淡 黄 褐 良 良

中世国産陶器 SD―∞ 招 鉢 ナ ア 淡 責 灰 淡 黄 灰 良 赤褐色粒 少量

東播糸須恵器 III 層 鉢 ナ ア ナ ア 灰～淡灰
淡灰白～
淡黄白

良 1ミ リ前後の砂粒 少量

中世国産陶器 111 層 招 鉢 す ア ナ
うア ナ 万

淡灰～
淡灰青
淡灰～
淡灰青

良 1～ 4ミ リの砂粒・赤褐色粒少量

須  恵  器 Ⅲ  層 合
塊
高
付

ナ いア ナ いア ナ ア 淡 青 灰 灰～暗灰 墾  緻 良

瓦 質 土 器 ⅡI 層 奄
円
キ
心
タ
同
タ

ロ
キ
子
タ
格
タ

暗 灰 青 暗 灰 青 良  好 精良、淡黄白色

輸 入  青 磁 11 層 碗 剣先蓮弁 オリーブ医 オリーブ灰 良  痛

輸 入  青 磁 SR-01 碗 削 り出 し オリーブ灰 オリーブ灰 堅  籾

土  製  品 層
痕
器
布
土 布   痕 指 頭 圧 淡 橙 黄 淡 橙 黄 あまヤクサリ礫風化粒 少量

土  器  品 III 層 痕
器
布
土 布   痕 粗 ナ デ 黄   褐 黄   褐 良 1～ 4ミ リの砂粒 少量

土  製  品 Ⅲ  層
痕
器
布
土

布 痕 粗 ナ デ 淡 橙 黄 淡 笹 黄 良 赤褐色粒 少量
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表 3 V区出土 布目瓦 石器・石製品 。鉄器 観察表

番 号 種  類 出土 地・ 遺 構 法  量 (cm) 調  整  ほ  か
色 調

内 面 外 面
胎 上 、 石 質 ほ か

希
Y区 布 目 瓦 I tt  SD-01 3.2× 3.4× 1.7 凹面 :布 日、凸面 :摩滅 淡 黄 淡 黄 精量、上師質

2 布 目 瓦 I tt  SD-01 9.6× 52× 2.3 布目   縄目 暗倦讐膨 暗倦薯
「

精 良、須恵質

3 布 目 瓦 I tt SD-01 9.8× 98× 27 布目   縄目 淡 黄 灰 淡 黄 灰 精 良、土師質
布 目 瓦 Htt  SD-04 12.8× 12.0× 2,9 布目   縄目 淡 灰 淡 灰 白 精 良、須恵質

5 布 目 瓦 Vtt  ΠI層 6.3× 88× 2.6 布目   縄目 検露蕪昔 釈轟雲昔 精 良、土師質
6 布 目 瓦 I tt  SD-01 8.8× 66× 26 布目   縄 目 淡 黄 白 淡 黄 褐 精 良、土師質
7 布 目 瓦 V区  Ⅲ層 56× 60× 2.5 布目   縄 目 灰 ～ 灰 ～

泌 庁 精 良、土師質 (硬 )

8 布 目 瓦 I tt SD-01 111× 62× 23 布 ロ    タ タ キ 検露筈白 状轟筈白 精 良、土師質、摩滅
9 五 輪 塔 Htt  SD― u 拗 ,3× 17.2 差込式 軽石製

1  0 砥 石 I tt SD-01 83× 9,8× 4.5 2面使用 砂 岩

1 1 砥 石 I tt SD-01 89× 78× 29 4面使用 ? 砂 岩

1  2 砥 石 I tt  SD-01 10,7× 101× 47 4面使用 砂岩

1  3 鉄 鎌 V区 II層 92× 18× 0.4
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図版 8

V区南半部 皿層遺物出土状態 (南東から)
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